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癒しおすすめ商品
カラダのメンテナンス
してますか！！

ドクターエアガン
エクサガンハイパー

•顔～体までケアをしたい
※ソフトブラシアタッチメント装着のうえ、
振動モード4で使用

•・シリーズ最軽量 ２２０g]
•・アタッチメントなしでも使える
•・出張先、旅行先、
いつでもどこでも
お手軽に◎

１３７５０円（税込）
↓
今なら 12000円

（税込）

今、みんな「生き残る」を必死に考えている！
コロナが第５類に移行しました。
お祭りやイベントも各地で再開され始めました。
日本が盛り上がっていくさまは、なんとも嬉しい限りです。
ただ、お祭りやイベントをよく観察してみると、
昔と今を融合し、新しいカタチを模索しているように感じます。
昔ながらのお祭りやイベントを残す！には、
昔のままでは、継続が厳しい状況が来る！
そう、生き残る！には、
今、対話と融合、そして物事を他人事にしない姿勢が大切ではないでしょうか。
いろいろな方向が決まる政治、その大切な選挙について
フィンランドと日本の選挙に対する国民の姿勢の違いに驚く。
フィンランドの首相の選挙の投票率は７２％
日本の港区議会議員選挙の投票率は３７％
介護の仕事をしていますので、投票率が１００％にはならない現実は理解できます。
重度の何らかの障害や病気があり、到底、投票できない状態の方は
恐らく２５％くらいはいらっしゃる。
その想定からですと、フィンランドの７２％はほぼ全国民が投票している、こと。
国の方向性は自分達が決める！という姿勢の表れ。
日本も企業も、もっともっと議論を恐れず、自分事として物事を捉える姿勢が
国、企業、そして自分が「生き残る！」
にこれからの時代は重要と私は考えます。みなさんは、どうでしょうか。

ぶらんちの今を紹介

先日、港区教育員会へ行ってきました。
何のために？
中学生の体験学習の一環に
介護現場の体験を組み入れてもらえないか、
をお話するために行ってきました。

担当者様3名とお話させていただき、
内容に共感して頂けました。

介護という現場を見て、触れて、
利用者様とコミュニケーションを取ることで
社会の高齢化を実感し、障害の方々への
理解を深める。
それにより、街が港区がもっと優しい街・地域
になる。
そんなことを共感いただきました。

今年7月より、
中学校から依頼があったら、
体験学習を受け入れていきます。

ご協力いただく場合は予め
慎重にご相談させていただきますので、
どうぞよろしくお願い致します。
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